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ホ 『大阪経済大学会社史総合目録 1982年11月末現在.1 (162p 1983年3月)















































































年~45年約 840冊(約1 ， 350冊)， 46 
年~48年約 400冊(約350冊)， 49年
~57年 9月約1 ， 020冊(約1 ， 120冊〉。
以上のようである。
上記の数値をみて気のつく点は，明
治~昭和20年刊行分と比べて昭和21年
以後とくに36年刊行分以降の所蔵率は，
(約2，820冊〉に対して約2，260冊と80
%の高率である。これは中小企業経営
研究所の開設(昭和38年)，経営学部
の増設(昭和39年〉等により，その収
集活動がより活発となったのであろう。
なお昭和57年11月末現在の東京証券
取引所市場第一部上場企業981社中こ
の時点の会社名で，過去において 1冊
でも会社史を刊行したのは管見によれ
ば634社ある。そして本目録には，そ
のうち501社分を収録しており，会社
のカバー率は約80%である。これによ
っても，所蔵会社史が質量ともに優れ
ていることがわかろう。
2. r経済団体史総合目録』について
A.収録対象について
経営史，経済史等の研究にとって会
社史と共に経済団体史もまた重要な資
料であることは，よく知られている。
ところで経済団体の種類は経済団体
連合会によれば，つぎのように分けら
れている(~経団連の十年』昭和44年 4 
-9頁)。
①共通の利益を増進することを目
的とした事業者の団体(業種別団体〉
②地域別に設立された事業者の団体
(地域別団体例えば商工会議所等〉
③広い範囲の会員をもって組織され
る問題別の団体〈例えば日本生産性本
部等〉 ④全国的で各種の業種を網
羅した総合事業者の団体(例えば経済
団体連合会等〉。ただ普通では農業団
体をこの経済団体の種類から除外する
と述べている。
さて本目録でいう「経済団体」の定
義はどのようなものであろうか。この
点、について，本目録はとくに明示して
いない。しかし収録内容から推測すれ
ば，農業団体を含めている点を除けば
大体経済団体連合会のいう経済団体の
定義とほぼ同じと居、われる。
なお，収録対象地域は日本だけであ
り r会社史総合目録』の場合と異な
って「旧植民地」は含まれていない。
B.分類について
本目録の分類は凡例に「事業所統計
調査」等の分類を参考にした業種別分
類とある。これは前述の「会社史総合
目録」とは異なった表現である。そこ
で『会社史総合目録」の分類と比較し
てみよう。まず「経済団体史総合目
録」の方が増加している分類項目とし
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ては，農業的サーピス業，経済農業協
同組合等，水道業，実業団体ならびに
その他の団体がある。このうち最初の
2つは，農業団体である。水道業につ
いては，事業主体は地方自治体である
が，本目録に収録されたのは，水道工
事業等を加えた経済団体である。実業
団体はその内容からみて，前述した経
済団体の種類のうちの②地域別団体と
④総合事業者団体が含まれている。そ
してその他の団体には，③問題別の団
体等が含まれている。
つぎに分類内容が r会社史総合目
録』と比較して異なっているものとし
て，金融業がある。本目録の金融業の
分類項目には，前述したように信用組
合，信用金庫等の非会社組織の金融業
が含まれている。そして会社組織の金
融業の経済団体については，その他の
金融業に配列されている。
C.収録冊数について
本目録には，昭和57年11月末現在で
刊行年不明分を除けば約2，330冊(1，770
1団体分〉が収録されている。これを明
治期~昭和48年刊行分と49年~57:年11
月刊行分にわけると約1.310冊と約1.0
'20冊となる。一方，中村博男編『本邦
経済団体史総合目録』昭和田年刊と r続
本邦経済団体史総合目録」昭和54年刊に
よれば，昭和48年までに刊行された経
済団体史の概数は， 約1.750冊 CI日外
地を含む〉である。本目録には旧外地
分は除外されているので単なる目安に
しかすぎないが，その収録率は74%で
ある。また49年~57年11月刊行分で収
集・所蔵された冊数は，それまでの収
集・所蔵分に近いものである。これは
前述の会社史だけでなく経済団体史に、
ついても，近年の収集活動がより活発
であったことをあらわしていよう。
以上標記の両目録について，その刊
行にいたるまでのご苦労をも顧みず，
いろいろと勝手なことを述べさせてい
ただいたがここで改めて感じることは，
会社史ならびに経済団体史を非常に多
く所蔵されているということである。
そしてこのように非常に多くの所蔵
会社史，経済団体史を収録している両
日録を利用できることは，われわれ外
部の者にとっても誠にありがたいこと
である。
今後はこれら両目録の追補編ならび
に，企業グループ史，個人企業史や
円日殖民地」の経済団体史の所蔵目録
のご刊行をお願いする，と共に公営企
業体史と経営者史の両目録の早期ご刊
行をも合せてお願いしたい。
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